
第７０回     夏季教育研究講座   
国語教育や作文教育、子どもとともに作る学級づくりのあり方を考えて下記の研究会を計画いたしました。私たちは、文章を読む、文章を

書くという営みのなかで、何よりも感動する心こそ大切にしたいと考えて、今日まで実践、研究を進めてまいりました。東京大学大学院教授・

言語脳科学者の 酒井 邦嘉 先生 を招いての70回の節目となる研究講座に、多数ご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。 

 

研究主題 今日の子どもと教育・文化を考える 
主催 大阪国語教育連盟・大阪綴方の会 
後援 大阪府教育委員会 

●日時 ２０２６年７月 25日（土曜日）午前９時 45分～午後４時 

●会場 たかつガーデン（府教育会館）・オンライン併用 申し込みは→ 

●日程  受付９時１５分、ZOOM 入室９時３０分 

【午前の部】 

分科会（午前９時４５分～１１時３０分）報告６０分 討議 ４５分  

①作文教育            報告者 枚方市平野小学校  中谷 梓 
討議参加者 田中 俊弥（大阪教育大名誉教授）石田桃子（枚方市桜丘小）鈴木 晴香（尼崎市立花北小） 

今尾 優人（河内長野市長野小）十川 康彦（淡路市塩田小） 司会 勝村 謙司（大阪綴方の会委員） 

②説明文指導           報告者 大阪市苅田小学校  坂本 朋子 
討議参加者 片桐 理（前国語教育連盟委員長）吉川 悦子（大阪恵雨会）棚田 惇碁（枚方市田口山小）

新 真緒（大阪市喜連西小）鬼頭 昂平（枚方市五常小）  司会 秦 由子（大阪国語教育連盟委員） 

基調提案 （午前１１時４０分～１２時２０分） 

国語教育、何が大事か        大阪国語教育連盟委員長 吉岡 尚孝 

【午後の部】           

講座（午後１時２０分～２時３０分）  

①読み方教育「物語文指導のあり方」      守口市佐太小学校  斧原 優子 
                    司会 木下 昌和（茨木市三島小学校） 

②生活と表現「学級づくりのあり方」           大阪綴方の会委員 村下 光男 

                           司会 網谷 山人（箕面市東小学校） 

記念講演（午後２時４０分～４時００分）  

「国語力とは何だろうか－脳が生み出す心と言葉」 

東京大学大学院教授・言語脳科学者 酒井 邦嘉 
 

全体進行 米山 朋宏（河内長野市長野小学校） 
参加申し込み方法                             
①記載のＱＲコードを読み取り、必要事項を入力の上、送信してください。 
②メールの場合…名前、住所、電話番号、メールアドレス、会場参加かオンライン参加を明記の上下記坂本宛てに送って下さい。  
【お願い】資料の関係で事前申し込みを。オンライン申し込み締め切り        ７月２1日（火）厳守 
●定員   たかつガーデン ６０名、オンライン １００名   ※それぞれ定員になり次第締め切ります。 
●参加費  一般・退職 ２０００円  学生 １０００円 （研究冊子代含む－Ｂ５版約１５０ページ） 
★郵貯銀行 記号 １４０２０ 番号 ０５９７１８３１ 

【加入者名】大阪国語教育連盟 入金確認後、ミーティングＩＤを知らせします。会場参加の方は振り込み用紙本人控えを持参 

●問い合わせ先 坂本 朋子 ℡ 090-5883－8110 メール jumijumi-manariho.519177@docomo.ne.jp 

講師ご紹介 

★酒井 邦嘉（さかい くによし） 
1964年生まれ。東京大学大学院総合文化研究科教授。博士（理学）。1996年マサチューセッツ工科大学客員研究員を経て、2012年より現職。脳機能イメージング 

等の先端的手法を駆使して、言語や創造的な能力の解明に取り組んでいる。著書に『言語の脳科学』『科学者の仕事』『脳を創る読書』『チョムスキーと言語脳科学』 

『デジタル脳クライシス』『ことばの冒険』『人間とは何だろうか 脳が生み出す心と言葉』ほか多数。第56回毎日出版文化賞、第19回塚原仲晃記念賞受賞。 


